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日刊スポーツ×甲子園歴史館 特別企画 
タイガースＯＢ桧山進次郎氏によるトークショーを 

７月１３日（日）に開催！ 
 

阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：久須勇介）が運営する甲子園歴史館で

は、日刊スポーツ協力の下、７月１３日（日）の阪神タイガース対東京ヤクルトスワローズの

試合前に、阪神タイガースＯＢで同紙の評論家である桧山進次郎氏によるトークショーを開催

します。 

このトークショーは、日刊スポーツと甲子園歴史館による特別企画で、ゲストの桧山進次郎

氏に今年の阪神タイガースの戦いぶりから今後の展望まで大いに語っていただきます。チケッ

トは６月１４日（土）からオンラインで販売を開始します。 

トークショーの概要は次ページ以降のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜桧山 進次郎 氏＞     

 

 

 



 

 

 

【阪神タイガースＯＢ桧山進次郎氏によるトークショーの概要】 

 

１ 開催日時：７月１３日（日） １６：００～１７：００ （予定） 

 

２ ゲ ス ト：阪神タイガースОＢ 桧山進次郎氏 （日刊スポーツ評論家） 

 

３ 開催場所：甲子園歴史館多目的ホール（甲子園プラス３Ｆ） 

 

４ 参加料金：おとな４,０００円、高校生３,５００円、 

こども（４歳～中学生）３，０００円 （いずれも税込） 

※ 甲子園歴史館入館料（当日１回限り）が含まれます。 

  トークショーの前後いずれかでご入館ください。 

※ 歴史館倶楽部会員は割引があります。専用ＵＲＬからご購入ください。 

※ 別途、システム利用料・発券手数料がかかります。 

 

５ 人  数：１５６名（予定）      

 

６ 内  容： ① トークショー、質疑応答 

        ② 桧山進次郎氏のサイン色紙プレゼント（参加者全員） 

        ③ 阪神タイガース現役選手のサインボールプレゼント（抽選で３名の方） 

          ※ 選手をお選びいただくことはできません。 

          ※ サイン色紙・サインボールの転売はご遠慮ください。 

               ④ 甲子園歴史館入館（当日１回限り、自由見学） 

※ イベント前後にご入館が可能です。 

※ トークショーのチケットを甲子園歴史館受付（甲子園プラス２Ｆ）に

ご提示ください。 

※ 甲子園歴史館は一度出られると再入館ができません。 

※ 当日の甲子園歴史館の営業時間は１０時～１８時（最終入館１７時 

３０分）です。 

 

７ 購入方法：「ローソンチケット」でご購入ください。    

《ローソンチケット》 https://l-tike.com/koshienrekishikan-0713/ 

《受付期間》６月１４日（土）１０：００から７月１２日（土）２３：５９まで 

※ 購入には、ローソンＷＥＢ会員（無料）の事前登録が必要です。 

※ 購入は先着順です。 

※ オンラインでのみ購入可能です。 

※ １回に２名様まで購入可能です。 

※ 参加料金は、クレジットカードでのお支払いとなります。 

※ 購入後のキャンセル、払戻しはできません。 

※ 定員に達し次第、受付を終了します。 

 

《ご注意》 

 ※状況によりイベントを中止する場合や内容を変更する場合があります。 

 

https://l-tike.com/koshienrekishikan-0713/


 

 

 

【桧山進次郎氏のプロフィール】 

 １９６９年７月１日生まれ、京都府出身。 

平安高校を経て、東洋大学へ進学し、１９９１年のドラフト４位で阪神タイガースに入団。 

２００１年から２００３年までの３年間選手会長を務め、２００３年には史上５８人目のサイ

クル安打を達成するなど、リーグ優勝に貢献。日本シリーズにも４番として出場し、優秀選手賞

を受賞。２００６年以降は活躍の場を代打に移し、その活躍ぶりから「代打の神様」と称された。 

２０１３年１０月のクライマックスシリーズでの代打ツーランホームランを最終打席とし、

ファンに惜しまれながら現役を引退。現在は野球解説者、スポーツコメンテーターとして活動。 

 

 

阪神グループは、「“たいせつ”がギュッと。」のブランドスローガンの下、これからも一人ひと

りのお客様の“たいせつ”と向き合い、グループ一丸となって阪神らしいブランド体験を提供し続

けることで、その信頼と期待に応えてまいります。 
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